














§6品質管理

工 事 名

図 面 名

所属年度 令和　４年度

尺　　度 図面番号

工事箇所

南　　魚　　沼　　市

塩沢庁舎発電機屋根新設工事

XL：
FC：
Ka：
σｄ：
Vｄ：

採取ヶ所数　N 1 2 3 4～6 7～8 9～
1.9 1.7 1.6 1.5 1.4 1.3

(合格判定係数)

合格判定係数　ｋa

XN：

§1工法概要

(十字型 )を装置した攪拌装置を用いて、原地盤を機械的に混合攪拌し、

固化材の化学反応により所要の強度を持つ改良体を築造する工法である。

§2特記事項

本工事工法は、攪拌能力・攪拌径・品質(変動係数)に対して「建築技術

性能認証委員会」にて証明された技術性能証明取得工法とする。

また、事前にその証明書を管理者に提出し認証を得ることとする。

§3一般事項

＜1＞施工業者

本工事の施工業者は、地盤改良工法の施工技術及び計測装置の取り扱い

に精通したもので、ウルトラコラム工法協会に所属する指定施工会社とする。

＜2＞設計変更

コラム径、掘削深度(改良長+空堀長)、本数配置等は、設計図書による。

ただし、コラムの径・長さ・本数・位置及びセメントスラリーの配合等に

ついて土質や地盤状況により変更した方が適切と判断される場合は、監督員

の承認の上変更することができる。

§4コラム仕様

＜1＞設計基準強度

コラムの設計基準強度はFc＝ 500 ｋN/㎡とする。

＜2＞固化材液の配合

固化材添加量

水/固化材比

300

60

kg/m3

％

§5施工管理

※打設前に埋設物配置を確認

※埋設物配置と施工箇所の位置を監督員と協議する事

①固化材スラリーの吐出量

②ロッドの鉛直性

③オーガー回転数

④掘削深度・速度及び引上げ深度・速度

⑤トルク値またはオーガー電流値

※コラムの芯ズレは100㎜以内とする。

＜1＞調査ヶ所(検査対象に対して)

①検査対象層群は概ねコラム100本を1単位とし、層厚50cm以上の

②検査対象層は(シルト・粘性土)

設計対象層を(粘性土)とする。

土層毎に検査対象層を決める。

④調査ヶ所数(検査対象群に対して)

③検査手法は強度のバラツキを想定する場合は検査手法Aによる。

検査手法A
頭部モールドコア試験

深部モールドコア試験

1 箇所

1 箇所

＜2＞合否の判定

①設計対象層について抜取ヶ所をNとする。１箇所あたり３個の供試体

を採取し、強度をその箇所の強度とする。

②一軸圧縮試験は第三者で行うものとする。

③検査手法Aによる品質検査

合否の判定は設計対象層におけるNヶ所(抜取ヶ所数)の一軸圧縮

試験結果が、下式を満足する場合を合格と判定する。

X N≧X L ＝FC+ K a・σｄ＝ FC+ K a{ F C・Vｄ/(1-1.3Vｄ)}
Nヶ所の一軸圧縮強度の平均値

合格判定値

設計基準強度

標準偏差

合格判定係数

変動係数、品質確認書より想定する。

Ｓ－８NS

柱状改良特記仕様書

柱状改良　特記仕様書

本地業は、柱状改良による、地盤改良地業であり、スラリー状の

セメント系固化材を地中に注入しながら、改良杭専用共回り防止翼
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大梁リスト

階 符号 鋼材断面

RSL CG1

RSL CG2

H-200x100x5.5x8

H-200x100x5.5x8

H-200x100x5.5x8RSL G1

RSL H-200x100x5.5x8G1

規格

SN400B

SN400B

SN400B

SN400B

備考

階 鋼材断面 規格 備考

小梁リスト

階 符号 鋼材断面

B20 H-200x100x5.5x8

規格

SS400

備考

屋根ﾌﾞﾚｰｽ

階 符号 鋼材断面 備考

階 鋼材断面 規格 備考

位置

中央

CG部

M16

折板

SV-1型
 

t=1.0 H=168 山ﾋﾟｯﾁ333

折板受

位置

かさ上げ C-100x50x20x3.2

階 符号 鋼材断面 規格 備考
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所属年度 令和　４年度

尺　　度 図面番号

工事箇所

南　　魚　　沼　　市
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塩沢庁舎発電機屋根新設工事
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柱リスト 小梁リスト

屋根ﾌﾞﾚｰｽ

大梁リスト

折板 折板受 継手・仕口リスト

鉄骨部材リスト

M16



FGフカシ補強配筋要領 地中梁リスト

符号

位置

断面

上段鉄筋

下段鉄筋
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D10@1000
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